FM西東京（2020.03.02）

『新型コロナウイルス感染症・受動喫煙防止対策について』

【アナウンサー】
日ごとに春めいてまいりましたが、リスナーの皆様はいかがお過ごしですか。
本日は多摩小平保健所の感染症対策担当の石川さんと企画調整担当の林さんのお二人に来ていただいています。
今日の放送は、「結核」と「受動喫煙防止対策」をテーマにするとお知らせしていましたが、急遽、内容を変更して、「新型コロナウイルス」と「受動喫煙防止対策」をテーマにお送りします。では、最初に「新型コロナウイルス」についてお話を伺いたいと思います。
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
いま保健所は、新型コロナウイルス関係で大変ではないですか？
巷では、新型コロナウイルス関連のニュースで持ち切りですが、私もまだよくわからないことがあるので、いろいろと教えてください。
【アナウンサー】
まず、「新型コロナウイルス」と言われていますが、他にもコロナウイルスというものが存在しているのですか？
【職員】
はい。コロナウイルスは、人や動物の間で広く感染症を引き起こすウイルスです。人に感染症を引き起こすものは、これまで６種類が知られています。
２００２年から２００３年にかけて中国で流行したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(サーズ),ＳＡＲＳ)（重症急性呼吸器症候群）や、２０１２年に中東地域で発生したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(マーズ),ＭＥＲＳ)（中東呼吸器症候群）もコロナウイルスの一種で、深刻な呼吸器疾患を起こすことがあります。
【アナウンサー】
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(サーズ),ＳＡＲＳ)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(マース),ＭＥＲＳ)は、私も聞いたことがあります。その仲間なのですね。
では、今回の新型コロナウイルスは、どのような特徴があるのでしょうか。
どんな症状が出るのですか？
【職員】
新型コロナウイルス感染症は、発熱やのどの痛み、咳が長引くことが多く、強いだるさ、倦怠感を訴える方が多いことが特徴です。感染しても軽症であったり、治る例ももちろん多いのですが、重症化する場合があります。重症化すると肺炎となり、死亡する例も出ていることは、皆さんご承知のとおりです。
【アナウンサー】
国内でもお年寄りが亡くなったという報道がされていますが、重症化しやすいのは、どのような方なのでしょうか。
【職員】
ご高齢の方や、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある方、透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を服用している方などは、重症化しやすいと考えられていますので、注意が必要です。
【アナウンサー】
新型コロナウイルスはどのように感染するのでしょうか。
【職員】
新型コロナウイルスは、飛沫感染と接触感染によって感染します。
飛沫感染とは、くしゃみ、咳、つばなど、感染者の飛沫と一緒に放出されたウイルスを、他の方が口や鼻などから吸い込んで感染してしまうことです。
接触感染とは、感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から感染してしまうというものです。
今のところ、空気感染は起きていないと考えられていますが、閉鎖した空間や近距離での多人数での会話等には注意が必要です。
【アナウンサー】
国が、イベント等の開催の自粛を求めているのは、そういう理由なのですね。
では、日常生活では、私たちはどのようなことに気を付ければよいのでしょうか。
【職員】
まずは、手洗いが大切です。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などに、こまめに石鹸やアルコール消毒液などで手を洗いましょう。
咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で押さえると、その手で触ったものにウイルスが付着し、ドアノブなどを介して他の方に病気をうつす可能性がありますので、咳エチケットを行ってください。こうした対策は、通常のインフルエンザ流行期の対策と同じです。
また、持病がある方、ご高齢の方は、できるだけ人込みの多い場所を避けるなど、より一層注意してください。
【アナウンサー】
咳エチケットについては、以前、インフルエンザ対策をテーマにした時にお聞きしましたが、もう一度、復習を兼ねて教えていただけますか。
【職員】
咳エチケットには、３つの方法があります。①マスクをつける、②口や鼻をひじや袖口で覆う、③口や鼻をティッシュやハンカチで覆う、この３つです。
今、マスクが手に入りにくい状況がありますが、マスク以外の方法でも是非実践してください。
【アナウンサー】
わかりました。普段からの手洗いや咳エチケットなどが大切なのですね。
でも、気を付けていても、知らないうちに感染してしまうこともあるのではないかと思います。発熱等の症状が出た時には、どこに相談したらよいのですか。
【職員】
次のような症状がある方は、新型コロナ受診相談窓口にご相談ください。
●風邪の症状や３７．５℃以上の発熱が４日以上続いている。
●強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
また、高齢者や基礎疾患等のある方は、これらの状態が２日程度続くようであれば、ご相談ください。
平日の午前９時から午後５時までは、多摩小平保健所で相談を受け付けています。
電話番号は、０４２－４５０－３１１１です。
平日午後５時から翌朝９時までと、土日、祝日は、東京都の相談センターにお電話してください。電話番号は、０３－５３２０－４５９２です。
【アナウンサー】
予防法や消毒の方法など不安に感じることを相談できる窓口はありますか。
【職員】
多摩小平保健所で受け付けています。また、東京都の新型コロナコールセンターでも相談を受け付けています。
こちらは、土日、祝日を含む年中無休で、午前９時から午後９時まで受け付けています。電話番号は、０５７０－５５０５７１です。
日本語だけでなく、英語、中国語、韓国語での相談も可能となっています。
【アナウンサー】
相談体制は、だいぶ整ってきた感じがしますね。でも、ニュースを見ていると、日々刻々新しい情報が流れてきて、なんだか混乱してしまうのですが、最新情報を知りたい時には、どうしたらよいのでしょうか。
【職員】
新型コロナウイルスについて、最新の情報を知りたいときには、是非、多摩小平保健所のホームページを見てください。新型コロナウイルス感染症に関する特別ページを設けています。東京都の関係部署のページや厚生労働省等の国の機関のホームページにもリンクを張り、いつでも最新の情報にたどりつけるようにしてあります。
【アナウンサー】
それは心強いですね。私も早速、保健所のホームページを見てみたいと思います。
では、最後に、新型コロナウイルス対策について皆さんへのメッセージがあればお願いします。
【職員】
はい。今、国や地方自治体、医療機関だけでなく、民間企業等も含めて、全国一丸となって新型コロナウイルス対策に取り組んでいます。市民の皆さんにも、先程申し上げた手洗いや咳エチケットをぜひ実践していただき、感染拡大を防止していきたいと思います。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
受動喫煙防止対策
【アナウンサー】
それでは後半は「受動喫煙防止対策」について、お話を伺っていきます。林さん、よろしくお願いします。
　
【職員】
東京都の進める受動喫煙対策についてお話しさせていただきます、多摩小平保健所企画調整担当の○○と申します。よろしくお願いします。
【アナウンサー】　よろしくお願いします。周囲の人のたばこの煙で、嫌な思いをされている人は多いと思いますが、たばこの煙を吸うことにより、どのような影響があるのでしょうか
【職員】
　たばこの煙には様々な有害物質が含まれていて、それを吸うことにより、肺がんや虚血性心疾患、脳卒中、乳幼児突然死症候群などの病気になるリスクが高まることが明らかとなっています。厚生労働省の報告では、日本では受動喫煙による年間死亡者数が推定約１万５千人と言われています。
　また、受動喫煙によって様々な病気になるリスクも明らかになっていて、肺がん、脳卒中、で１．３倍、虚血性心疾患で１．２倍、乳幼児突然死症候群で４．７倍になるそうです。

【アナウンサー】１万５千人ですか。たばこを吸う人だけでなく、その周りにいる人にも大きな影響を与えるのですね
　特に、乳幼児へ大きな影響があるのには驚きました。
【職員】
そうですね。特に小さなお子さんは自分の意思で受動喫煙を避けることが困難です。周りにいる大人が配慮し、お子さんが受動喫煙の影響を受けないようにする必要があります。
東京都では「東京都子どもを受動喫煙から守る条例」を平成３０年４月に施行し、いかなる場所でも、子供に受動喫煙させないようにするための都民の責務等について規定しました。
【アナウンサー】　そうですね。私たち大人が子供たちを守らなければなりません。　ところで私はたばこを吸いません。しかし周囲に喫煙者は結構います。
　私たちのような喫煙しない人はどのように守られるのでしょうか
【職員】
はい、誰もが望まない受動喫煙を避け、皆さんの健康を守るため、国は健康増進法を改正、東京都では「東京都受動喫煙防止条例」を制定しました。
【アナウンサー】どのような制度でしょうか
【職員】
都民が自らの意思で受動喫煙を避けることができる環境を整えることで、受動喫煙による都民の健康への悪影響を未然に防止することを目的として制定しています。
具体的には、多数の方が利用する施設を区分けして、その区分ごとに一定の場所を除き禁煙にしていただくことになりました。
【アナウンサー】いつからでしょうか
【職員】
既に昨年７月より学校や病院、児童福祉施設等が原則、敷地内禁煙となっております。また、本年４月より法、条例とも全面施行となり、学校、病院など以外の施設、例えば飲食店、事務所、ホテルなど、多数の方が利用する全ての施設について、原則、屋内禁煙となります。なお、法律の定める技術的基準を満たす喫煙室を設ける場合には、喫煙室内でのみ喫煙が可能となります。
【アナウンサー】来月から厳しくなるのですね。
【職員】
この制度は、全ての店舗、事業者に適用されますので、店舗、事業者の皆様には、制度の趣旨をご理解いただき、ぜひともご協力をお願いします。
【アナウンサー】皆さんの健康を守るためです。協力してください。
そう言えば、最近、街中の飲食店の入口で、禁煙というシールを張っているのをよく見かけます。
【職員】
飲食店の方々には、昨年９月から、条例の一部施行を受け、店舗内の喫煙の状況について、店舗入口に標識を掲示していただくことなっています。これは、お客さんが入店前に禁煙か、喫煙可能かを知ることができ、望まない受動喫煙を生じさせないためのルールです。
４月以降は、飲食店以外の施設についても、施設内に喫煙室を設ける場合には、「喫煙室あり」などの標識を掲示していただくことになります。
【アナウンサー】　今年はオリンピック、パラリンピックも開催され、世の中が変わっていくことを感じますね。
うちのスタッフにもたばこを吸う人がいるのですが、これを機会にやめましょう。
視聴者の方から、たばこについて、二点質問がきています。
まずひとつ目の質問ですが、
「たばこを吸うと脳卒中になる可能性が高くなるそうですが、なぜですか」という質問です。いかがでしょうか。
【職員】
たばこの煙には4,000種類以上の化学物質が含まれおり、そのうち有害物質とわかっているものだけで200種類以上あります。またこれらの中には、多くの発がん性物質が含まれています。これら有害物質の影響やたばこを吸うと一酸化炭素も体内に取り込まれることから、体内組織の酸素欠乏が生じ、動脈硬化が進み、脳卒中や急性心筋梗塞の発症リスクが高くなります。
【アナウンサー】　わかりました。それでは次の質問です。
「喫煙者よりも周囲の人の方がより害を受けると聞きましたが、それはなぜでしょうか？」
【職員】
喫煙者の吸う煙を「主流煙」といい、火のついたタバコの先からでる煙を「副流煙」といいます。「主流煙」にはかなりの有害物質が含まれていることはもちろんですが、副流煙は燃焼温度が低く、フィルターを通過しないため、有毒物質が主流煙の何倍もの濃度で含まれていることがわかっています。喫煙しない方も喫煙者と同じ空間にいれば、望まない状況で主流煙より何倍も危険な副流煙を吸うことになるからです。
【アナウンサー】　怖いですね。
【職員】
喫煙は、ご自身の健康も、周囲の人の健康にも悪影響を与えます。望まない受動喫煙を防止するためにも、皆様方のご協力をお願いします。
　制度の詳細につきましては、東京都もしくは多摩小平保健所のホームページをご覧いただくか、多摩小平保健所企画調整担当までお問合せ下さい。
【アナウンサー】　ぜひ、皆さんご協力をお願いします。○○さん、ありがとうございました。
